
令和３年４月から、JA高知県高西地区に６名の新採用職員が配属となりました。
組合員の皆様のお役に立てるよう努めてまいりますので、

どうぞよろしくお願いいたします ！

令和３年度新採用職員紹介

① 名前　　② 配属先　　③ 出身地　　④ 趣味

宜しくお願いします ！ ！

① 野瀬 愛未（22）
② 高西地区本部
　 企画・組合員課
③ 高知市朝倉
④ 居酒屋巡り

の     せ       まな    み

① 松田 真弥（22）
② 四万十営農経済センター
　 販売課
③ 須崎市吾桑
④ スポーツ（ボウリング）

まつ    だ       しん   や

① 柳村 汐里（22）
② 四万十営農経済センター
　 販売課
③ 高知市春野
④ ダンス

やなぎ むら   　しお    り

① 岩本 美羽（18）
② 大野見支所
③ 中土佐町久礼
④ 旅行

いわ  もと 　   み     う

① 谷脇 綾人（18）
② 津野山営農経済センター
　 経済課
③ 津野町芳生野
④ 体を動かすこと

たに   わき     あや    と

① 多屋 千咲（22）
② 東津野支所
③ 和歌山県
④ 音楽を聴くこと、旅行、
　 美味しいものを食べること。

た     や        ち    さき
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四万十地域より四万十地域より

　稲こうじ病は土壌病害の１つであり出穂後しばらくすると見え始め、穂に黒いダンゴのような物がつく病気です。
他に類似した病気はなく、発生の多い時には１つの穂に15～20粒も、このダンゴがつくことがあります。以前は豊
年穂とも言われていましたが、現在では減収の要因や規格外など、品質への影響が重視される土壌病害の１つと
なっています。

稲こうじ病は幼穂形成期に行う防除で効果が上がります。特に上記で示した通り幼穂が５～８㎝の期間が防除の
適期となります。

※上記の薬剤を表①で示した期間に散布することで稲こうじ病予防に効果があります。天候を確認しながら銅剤
　散布、天候が悪く銅剤散布ができない状況であればモンガリット粒剤の湛水散布をお勧めします。

稲こうじ病防除について
津野山地域より

「GAP」でより良い農業経営を ！

〇農産物の生産で最も重要なことは、食品としての安全を確保することです。
〇食品安全だけでなく、環境保全、労働安全、人権保護、農場経営管理に関する取組を行うことで、持続可能な農業
　生産につながります。
〇GAPは、これらの取組状況を記録簿や掲示物によって確認･表示しながら、農業活動を改善することで、より良い農
　業経営を実現する取組です。

表① 幼穂の長さと出穂までの日数及び稲こうじ病防除の適期

GAP（Good Agricultural Practice）とは、
農産物（食品）の安全を確保し、より良い農業経営を実現する取組み

GAPを実施すると、
経営の改善に
効果があります ！ ！

GAPに取り組みましょう ！ ！　まずは農業生産のレベルアップ ! !

幼穂の長さ 出穂までの日数 生育ステージ

0.1cm

ドイツボルドーＡ 2000倍 60～150ℓ/10a 出穂10日前まで 散布―

撒粉ボルドー粉剤ＤＬ ３～４㎏/10a 出穂10日前まで 散布―

Ｚボルドー粉剤ＤＬ ３～４㎏/10a 出穂10日前まで 散布―

モンガリット粒剤 ３～４㎏/10a 収穫45日前まで 湛水散布２回

26日 止葉より３枚目が抽出（二次枝梗原基分化）

節間伸長期

第５節間伸長期

0.5cm 20日 穂肥適期 雄しべ・雌しべ原基分化 第４～２節間伸長期

５cm 14日 穂ばらみ期
（減数分裂期）

第２～１節間伸長期

８cm 12日 第２～１節間伸長期

表② 効果的な薬剤

ＧＡＰ実施による経営改善効果
従業員の自主性の向上

販売先への信頼（営業のしやすさ）

資材の不良在庫の削減

生産・販売計画の立てやすさ

品質（等級・規格）の向上 「改善した」と回答した者の割合

70%

56%

54%

46%

44%

みなさんがこれまでにも
取り組んできた整理整頓や、
生産履歴の記帳が基本です。

農業生産の中で問題点を見つけたら、
①必要な対策を考え、②それを実行し、③その内容を記録・点検し、④継続的に改善をしていきましょう ！

食品安全 環境保全 労働安全

＜日頃の取組＞
異物混入の防止、
農薬の適正使用と保管

＜日頃の取組＞
適切な施肥、土壌浸食の防止、
廃棄物の適正処理・利用

＜日頃の取組＞
機械・設備の点検・整備、
作業安全用の保護具の着用

農薬空容器などは分別して処分

ほかにも 水の使用量把握と節水対策 など

危険箇所の掲示をする

ほかにも 事故防止の作業手順書作成 など

包装資材のそばに灯油など汚染の原因となる
ものを置かない
ほかにも 来訪者への衛生指示 など

稲こうじ病が発生するサイクル

ステップ１　基本の整理整頓から !

ステップ２　農場内を点検し、問題点を改善 !

写真提供：(一財）日本ＧＡＰ協会



高西地区版

苗
売
り
の
来
さ
う
な
曇
日
和
か
な

水
車
初
夏
の
光
を
汲
み
零
す

武
政　

礼
子

初
蛙
の
鳴
く
は
何
処
か
夕
灯
り

山
沿
ひ
に
獣
の
け
は
ひ
木
下
闇市

川　

和
美

俳   

句

俳   

句 【各支所連絡先】

大野見支所 0889－57－2321
東津野支所 0889－62－2211
興津支所 0880－25－0002

事故受付など　高西サービスセンター

0889－40－4141

㈱JAメモリアルこうち　津野山出張所

0889－40－1955

葬祭会館　ルミエール四万十

0880－22－5900

梼原支所（旧JA津野山本所）

0889－65－0111

四万十支所（旧JA四万十本所）

0880－22－0003
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